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昨
年
度
の
終
わ
り
か
ら
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、

新
年
度
が
始
ま
っ
て
す
ぐ
、
２
か
月

近
く
保
育
園
へ
の
登
園
を
自
粛
さ
れ

お
休
み
す
る
子
ど
も
も
い
ま
し
た
。

よ
う
や
く
６
月
か
ら
、
み
ん
な
揃
っ

て
の
新
年
度
と
な
り
ま
し
た
。 

 

新
入
園
児
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
は
職
員
全
員
「
マ
ス
ク
」
姿
で
の

初
対
面
で
す
。
新
入
園
児
に
限
ら
ず

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い
環
境
の
中
で
幼

い
子
ど
も
に
私
た
ち
は
ど
う
映
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
不
安
も
あ
り

ま
し
た
。
明
る
い
笑
顔
や
優
し
い
表

情
が
な
か
な
か
伝
わ
り
に
く
い
マ
ス

ク
で
覆
わ
れ
た
状
態
で
す
。
し
か

し
、
声
の
調
子
や
言
葉
、
態
度
や
ま

な
ざ
し
に
優
し
さ
を
こ
め
て
「
安
心

で
き
る
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
精
一

杯
伝
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
子
ど
も
た
ち
は
穏
や
か
に
、
朗
ら

か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。
日
頃
の
保

育
園
で
の
生
活
は
今
の
と
こ
ろ
無
事

に
送
る
事
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
子

ど
も
た
ち
も
保
護
者
の
方
々
も
楽
し

み
に
し
て
あ
っ
た
行
事
に
関
し
て

は
、
中
止
の
決
定
を
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
に
あ
り
大
変
心
苦
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

職
員
は
自
分
自
身
の
健
康
を
管
理

し
て
、
手
指
や
園
内
の
様
々
な
場
所

や
玩
具
の
消
毒
を
い
つ
も
以
上
に
徹

底
し
、
子
ど
も
た
ち
の
手
洗
い
う
が

い
を
見
守
り
指
導
す
る
こ
と
に
努
め

て
い
ま
す
。
毎
日
の
努
力
に
園
長
と

し
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。
保
育
園
で

は
大
人
と
子
ど
も
、
ま
た
は
、
子
ど

も
同
士
が
一
定
の
距
離
を
保
ち
な
が

ら
生
活
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
で

す
。
「
密
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
そ
の
中
で
も
出
来
る
限
り
、
必
要

以
上
の
密
状
態
を
作
ら
な
い
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
様
に
も
園
内
に
立
ち

入
る
際
の
手
指
の
消
毒
や
人
数
を
一

人
と
し
て
い
た
だ
く
制
限
、
ま
た
、

園
内
に
と
ど
ま
る
時
間
を
で
き
る
だ

け
短
く
し
て
準
備
を
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

こ
の
感
染
症
の
収
束
は
ま
だ
先
が

見
え
ま
せ
ん
。
報
道
で
伝
わ
っ
て
く

る
感
染
者
の
人
数
に
驚
く
毎
日
で

す
。
今
後
も
し
っ
か
り
と
し
た
対
策

を
し
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す 

。 

 

「
安
心
・
安
全
な
毎
日
」 

 
 
 
 

園
長 

三
笠 

良
子 

思いやる心と優しさを 

2020年度 父母の会 会長 光野 典 

 昨年に引き続き、さわらび保育園
父母の会会長を務めさせていただ

きます光野 典です。 

 いつもなら今頃、憧れの太鼓を初

披露する青組さんのカッコいい姿

や、親子で楽しむ夏祭りも賑やか

に盛り上がる予定でしたが、今年は

長引く新型コロナウイルスの影響に

より、楽しみにしていた夏祭りを子

ども達の安全安心を第一に考えて

中止にしました。感染者が増え続

ける日々が続き、今後の行事をどう

しようか頭を抱えています。幸い、

四役は昨年度と同じメンバーなの

で、その分連携が取りやすく安心

感があり心が救われました。 

 今年の行事は例年通り。とは行か

ないですが、変わらず各行事にお

手伝いを頂く実行委員さん、サ

ポーターさん、おやじの方々の協

力を頂きながら、園と相談しつつ今

できる範囲で進めていけたらと考え

ております。 

 いろんな方向で規制される毎日

で暗い話題ばかり。今年は「辛抱の

1年」になるかと思いますが、思い

やる心と優しさを大事にしていきた

いですね。 

 こんな時でも子ども達のパワーは

底無しで、毎日元気いっぱい走り

回る姿から、私たちも元気を沢山も

らっています。仕事と家庭と育児に

感染予防対策もプラスされ、保護

者の方々も休む暇もないですが、

頑張りすぎずにこの時を一緒に乗

り越え、そして、1日も早く心穏やか

に過ごせる毎日が来ますように、感

謝の気持ちを忘れずに「健康第

一」で、家族みんなでコロナ感染予

防に努めていきましょう。 

コロナ禍の保育園  理事長 大浦 純平 

ここ４ヶ月、コロナ感染拡大という未曽有の状況が続いていま
す。現在まで保護者の方の感染例が若干あるものの、園児・
職員の感染は免れていますが、これから先、どのような事態
になるのかは全く予想ができません。 
  最近、匿名のメールで「このような時なのに開園をするとは
何事か」とお叱りを受けました。しかし、保育はエッセンシャル
ワークと位置付けられ、“人々が日常生活を送る上で欠かせ

ない仕事”とされており、国及び地方公共団体からは出来る限りの開園を要
請されています。休園となるのは「園児」や「職員」の感染があった場合、市
町村の判断で休園の決定をした時となります。 
とは言え、園内でクラスターが発生しては本末転倒です。そのため、登園前
の検温、登園時の消毒、保育中の多くの場面での手洗いやうがい等の徹底
を心掛けながら保育を実施しています。保育者たちは頑張っています。 
勿論、予定していた行事等についても内容を吟味して必要最小限の開催
をしたり、止む無く中止したりしています。子どもたちの成長を確認できる良
い機会である行事の変更は保育士にとっても辛いものがありますがこの状況
では致し方ありません。 

    ・・・・・ 一日も早い収束を心から願うばかりです。 
 

 

ホームページ（HP）のリニューアル   www.hojinkai.ed.jp 
 

今回、輔仁会のHPが新しくなりました。法人広報委員会の手により、３代目
のHPは新技術を駆使した見栄えの良いものができたと思っています。今後、
情報発信が充実され、入園や就職の際に広く利用され、保護者の皆さんに
園生活の情報を発信できれば良いと考えます。 
思い起こせば、1997年(平成9年)にHPが流行の兆しを見せ始めたころ、私
が技術的な知識もないまま、資料をかき集めて何とか作って公開したのが第
一歩でした。継いで、2005年(平成17年）には「輔仁会三園のHP」として情報
を発信するようになりました。 
そして、今回のリニューアルで最新のテクノロジーを駆使したHPが誕生した
のです。より見やすく、快適に利用できるWEBサイトを目指し、デザイン・構
成とも一新しました。また、当法人の考え方をより深くご理解いただけるよう、
目指す保育について三園のページで「大切にしていること」として掲載してい
ます。 
担当の委員会ではその実践を日々のブログに綴り、さらにインスタグラムを
使ってより多くの方に見ていただけるよう情報発信に努めると張り切っていま
す。 
手探りで始めてから23年、今回のリニューアルは感慨深いものがあります。 

二
〇
二
〇
年
二
月
下
旬
を
境
に
、
当
た

り
前
と
思
っ
て
い
た
日
常
が
一
変
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
後
に
提
案
さ
れ
た
新
し
い
生
活
様
式

な
る
も
の
を
見
る
と
、
手
洗
い
や
消
毒
は

当
然
で
す
が
、
人
と
の
距
離
を
と
る
、
会

話
は
真
正
面
を
避
け
る
、
３
密
を
避
け

る
、
な
ど
ま
る
で
人
と
は
親
密
に
関
わ
る

な
、
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
親
子
の

間
で
密
接
と
い
う
関
係
が
絶
対
に
必
要
で

あ
る
の
と
同
じ
く
、
保
育
園
で
も
子
ど
も

と
の
間
の
密
接
な
状
況
は
年
齢
が
低
い
ほ

ど
必
要
で
あ
り
、
現
場
の
職
員
は
懸
命
に

保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
私
が
悲
し
く
思
う
の
は
、
保
育
士

が
思
い
切
り「
う
た
」
を
歌
え
な
い
こ
と
。

人
々
が
集
っ
て
大
き
な
声
を
出
す
こ
と
を

避
け
よ
と
い
う
こ
と
で
す
。
う
た
を
聴
く
・

歌
う
こ
と
か
ら
始
ま
る
音
楽
の
楽
し
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
、
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
聴
か
せ
て
や
り
た
い
の
に
、
マ
ス
ク

越
し
で
は
か
な
い
ま
せ
ん
。
せ
め
て
子
ど
も

た
ち
だ
け
は
、
並
び
方
を
工
夫
し
て
、
変

わ
ら
ず
歌
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
状
況
の
中
で
も
、
今
ま
で
と
同
様
に

子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
を
見
せ
、
日
々
成
長

し
て
い
ま
す
。
希
望

を
持
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
信
頼
さ
れ

る
保
育
を
続
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

「
生
活
様
式
」
に
思
う
こ
と 

              

統
括
次
長 

大
浦
ま
ゆ
み 

今年よりサイズをA3判からA4判に縮小します 

ホームページのリニューアルにより各園の発信する情報量も増え

ましたのでコンパクトにすることに致しました。また、年報は従来通り

ホームページにアップします。 



2020年度  父母の会役員 
 

会長   光野 典（つくし） 

会長補佐  
三根 一晃 (さくら3) 

藤本 倫代 (さくら2) 

書  記   
渋田 麻奈美 (すみれ) 

中尾 里佳子 (さくら2) 

会  計   
川嵜 佳奈 (すみれ) 

平 結 (すみれ) 

監  査  
佐藤 加奈子 (すみれ) 

山内 えり子 (なのはな) 

役  

員   

赤木 美紀 (れんげ) 

宮本 明日香 (れんげ) 

喜多 亜樹 (れんげ) 

田邊 理 (れんげ) 

栗田 和枝 (れんげ) 

地福 ゆり (れんげ) 

園田 里沙 (すみれ) 

髙瀬 瞳 (すみれ) 

叶 佳枝 (すみれ) 

倉掛 恵 (すみれ) 

藤原 香織 (すみれ) 

矢野 操 (すみれ) 

富士本 宏美 (たんぽぽ) 

松本 直子 (たんぽぽ) 

國司田 詩織 (たんぽぽ) 

蒲原 由希子 (たんぽぽ) 

宮﨑 泉 (たんぽぽ) 

王滝 佳奈 (たんぽぽ) 

城野 美紀 (なのはな) 

浦川 顕子 (なのはな) 

尾上 喜子 (なのはな) 

中尾 恵美 (なのはな) 

高橋 安里采 (なのはな) 

築地原 福子 (つくし) 

是枝 正子 (つくし) 

石﨑 奈穂 (つくし) 

河野 小百合 (つくし) 

市川 絵美 (つくし) 

荒巻 隆子 (つくし) 

2020年度 職員構成 

(8月5日現在 51名) 
 

園 長 三笠 良子 

主 任  荒津 佐知子 

副主任   中村 一星  

給食主任 渡辺 和 

事務主任  林 美由起 

もも組    

小林 千春・福山 ひとみ 

渡辺 久美子・松本 奈緒美 

柳 孝恵 

うめ組      
飛来 弘子・佐藤 由佳 

山下 鈴華 

さくら１組       
串尾 由依・坂本 未来 

久保 香織 

さくら２組        
下川 加南子・磯 志穂実 

松田 雄紀・中島 千賀子 

さくら３組  
楠本 勝馬・鎌田 眞理 

前車 智子・袴田 れい子 

年少フリー  
今村 優己子・佐野 美奈子 

古賀  美夏・薄 一美 

なのはな組 山本 紗代 

たんぽぽ組 濱 千尋・東 美早緒 

すみれ組 平河 奈緒子・中野 日花里 

れんげ組  池田 加奈・朴木 千佳子 

つくし組  畠山 美桜・湯之前 駿司 

年長フリー 中村 一星(*) 

給食員  

渡辺 和(*)・谷口 穂香 

串崎 美津代・郷良 小百合 

川口 真奈美・齊藤 豊子 

池田 善子・南 真紀子 

神田 英里香 

保育補助 平川 舞 

用務員 小嶋 満廣 

産休/育休   
原口 直美・田畑 未奈実 

林田 亜由美・柴藤 彩 

毎
年
、
職
員
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
園
内
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
「
リ
ト
ミ
ッ
ク
」
・
「
わ
ら
べ
う

た
」
・
「
絵
本
」･

･
･

等
、
様
々
な
内
容
の
中
か
ら
今

年
は
「
運
動
あ
そ
び
」
を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
「
運

動
あ
そ
び
」
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
体

を
動
か
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
動
き
が
ど
う
結
び
つ

い
て
い
く
の
か
、
も
う
一
度
丁
寧
に
学
ぼ
う
と
い
う

こ
と
で
こ
の
テ
ー
マ
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
運
動
あ
そ
び
は
、
『
幼
児
の
運
動
あ
そ
び
研

究
会
』
（
山
川
マ
サ
子
先
生
主
催
）
に
参
加
し
て

『
子
ど
も
達
の
姿
勢
づ
く
り
や
健
康
な
体
づ
く
り
』

を
目
指
し
、
長
い
間
職
員
同
士
が
共
通
理
解
を
深
め

な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
体
づ
く
り
は

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
つ
な
が
り
で
す
。
毎
日
の
寝
返
り

や
這
い
這
い
か
ら
始
ま
り
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
、
マ
ッ
ト
や
巧
技
台
、
縄
や
ボ
ー
ル
と
い
っ
た
遊

具
を
使
い
一
人
一
人
の
体
の
動
き
や
特
性
、
癖
な
ど

に
配
慮
し
て
働
き
か
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

意
味
が
あ
り
ま
す
。
「
で

き
る
事
」
だ
け
を
目
標
と

せ
ず
興
味
を
も
っ
て
取
り

組
み
、
そ
の
過
程
も
大
事

に
し
な
が
ら
、
卒
園
ま
で

に
個
々
に
合
わ
せ
て
自
分

の
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

た
り
、
身
を
守
る
姿
勢
の

獲
得
、
バ
ラ
ン
ス
や
柔
軟

性
を
育
て
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
た
め
に
は
、
私
た

ち
も
毎
日
の
保
育
の
中
に

こ
の
「
運
動
あ
そ
び
」
の

目
線
か
ら
、
子
ど
も
の
発

達
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
っ
か
り
と
学

び
、
受
け
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
園
内
研
修
で

は
、
経
験
豊
富
な
職
員
が

助
言
し
な
が
ら
、
テ
キ
ス

ト
を
一
つ
一
つ
見
直
し
、

実
際
に
動
き
を
確
認
し
た

り
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に

動
く
こ
と
を
経
験
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
の
運
動
あ
そ
び
を
実

際
に
指
導
す
る
こ
と
に
よ

り
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
て
い
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い

行
事
や
活
動
が
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
私

た
ち
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
子
ど
も
の
成
長
・
発
達
は
運
動
あ
そ
び

の
視
点
か
ら
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
毎
日
の
積
み
重

ね
が
大
切
で
す
。
「
密
」
に
気
を
付
け
な
が
ら
の
取

り
組
み
、
系
統
に
沿
っ
た
計
画
等･
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津
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 北棟屋上の改修工事および外壁の塗り替えが行われま

した。屋上の柵の取り替えに伴い、シャワーヘッドを新調

し、屋上へ通じる階段のシートも貼り替えました。 

 また、南棟の新築後、並べるとどうしても北棟の外壁の

汚れが目立っていましたが、今回きれいに塗り直しまし

た。ひさしの部分の色も南棟と合

わせてやまぶき色になりました。

夏になり、密を避けながらシャ

ワーを浴びたり、水遊びを楽し

むことができました。   （楠本） 

 

ホームページがリニューアルし、子どもた

ちの様子もたくさんアップしています。法

人のInstagramもありますので、そちらも是
非ご覧下さい。 

屋上改修および外壁塗装工事 

ホームページのお知らせ 

 出来上がった給食はダムウェー

ターやエレベーターを使って各ク

ラスへワゴンで運びます。給食担

当職員が各クラスに入り、その日の食材についてクイズを出したり、大切な

栄養について子ども達と会話を楽しみながら食育を行っています。 

 新しく三色食品群のボードを「2019年度在園記念品」として頂きました。
食べ物の体の中での働きや特徴を3つの色（赤・黄・緑）に分類したボード
です。当日の給食やおやつもボードの横に展示しているので、お迎えの保護

者と子どもたちが「今日は何

食べたと？」「卵が入ってる

ね」など微笑ましい話声がい

つも聞かれます。 

     （給食主任 渡辺） 

～食育の取り組み～ 

(*)は再掲 

ホームページ Instagram 
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運
動
遊
び 

◎子どもの姿や動きを思い
起しながら動きを確認し、
どういう風に伝えるか、ど
うすると伝わるかを研修内
で話し合ったり、実際に動
いたりしています。 


